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市内のおはやし伝承年代経路図

伝承時期

伝承経路

皆原（座間）

柳島（茅ヶ崎）

草柳（大和）

田村（平塚）

戸田（厚木）

海老名村（町）

有 馬 村

江　　戸
明　　治
大　　正
昭　　和

寺尾（綾瀬）相武台（座間）

中新田

国分

大谷

河原口

下今泉

上郷

中河内

門沢橋渋谷

杉久保

中野 本郷上町

本郷新宿
本郷下河内

社家

今里

上今泉
柏ケ谷

海
老
名
の
祭
囃
子

　
市
は
、こ
と
し
９
月
29
日
に
、「
海
老
名
の
祭
囃
子
」を
市
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
し
、保
持
団
体
と
し
て「
海
老
名
市
は
や
し
保
存
連
絡
協
議
会
」

を
認
定
し
ま
し
た
。
お
は
や
し
は
、近
世
後
期
か
ら
現
在
ま
で
活
発
な
活
動
が

継
続
で
き
て
お
り
、地
域
に
根
付
く
貴
重
な
文
化
で
す
。
お
は
や
し
を
伝
え
継

い
で
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
海
老
名
の
祭
囃
子
」に
耳
を
傾

け
、地
域
の
文
化
存
続
に
つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

民
俗
文
化
財
は
衣
食
住
・
生な

り
わ
い業

・
信

仰
・
年
中
行
事
な
ど
の
風
俗
慣
習
や
、民

俗
芸
能
・
民
俗
技
術
と
こ
れ
ら
に
用
い
る

衣
服
・
器
具
・
家
屋
な
ど
、人
々
が
日
常

生
活
の
中
で
生
み
出
し
、継
承
し
て
き
た

生
活
の
移
り
変
わ
り
を
表
す
も
の
で
す
。

　

有
形
は
衣
食
住
や
信
仰
に
用
い
る
道

具
な
ど
形
が
あ
る
も
の
、無
形
は
年
中
行

事
や
祭
礼
な
ど
形
が
な
い
も
の
を
指
し

　
大
き
く
分
け
て
２
系
統
あ
り
、地
域
に

よ
っ
て
基
本
の
リ
ズ
ム
が
異
な
り
ま
す
。

◆
下
町
囃
子
系

地
域
：
柏
ケ
谷
・
上
今
泉
・
国
分
・
下
今

泉
・
上
郷
・
河
原
口
・
中
新
田

　
大
谷
を
除
く
旧
海
老
名
村
に
伝
わ
る
系

統
。
大
和
・
綾
瀬
・
座
間
方
面
と
の
関
連

も
深
い
。
団
体
に
よ
り
呼
称
は
異
な
り
ま

す
が
、弱
奏
の
リ
ズ
ム
を
繰
り
返
し
、笛

な
ど
の
合
図
を
き
っ
か
け
に
、掛
け
合
い

の
あ
る
強
奏
部
分
へ
進
行
し
ま
す
。

◆
新
囃
子
系

地
域
：
①
大
谷
・
杉
久
保
・
本
郷
下
河

内
・
本
郷
新
宿
・
本
郷
上
町
・
中
野

②
中
河
内
・
今
里
・
社
家
・
門
沢
橋
渋
谷

　

大
谷
と
旧
有
馬
村
に
伝
わ
る
系
統
。

茅
ヶ
崎
・
平
塚
・
厚
木
方
面
、特
に
平
塚

　
現
在
、市
内
に
は
地
区
ご
と
に
17
の
は

や
し
連
や
保
存
会
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
お
は
や
し
は
近
隣
の
町
村
か
ら
伝
承
さ

れ
、市
内
各
地
域
に
根
付
い
て
い
き
ま
し

ま
す
。
特
に
重
要
な
も
の
は
国
や
都
道
府

県
、市
町
村
で「
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
」

「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」に
指
定
し
、保

存
と
継
承
を
行
っ
て
い
ま
す
。

の
田
村
囃
子
と
関
連
が
あ
り
、①
②
の
２

系
統
に
分
類
で
き
ま
す
。
屋
台
囃
子
の

「
地
」と
呼
ば
れ
る
基
本
リ
ズ
ム
が
①
で

は「
ス
コ
ト
ン
」の
唱
歌
で
始
ま
り
、②
で

は「
テ
ン
テ
ケ
」で
始
ま
り
ま
す
。

　長年の願いだった重要無形民俗文
化財の指定を心からうれしく思いま
す。これまで支えてくださった地域
の皆さんに感謝するとともに、これか
らも地域のみんなで守り育てなが
ら、伝統の音を未来につないでい
けたらと思います。

演奏の例

おはやしの楽器
　

先
導
す
る
リ
ズ
ム
の

基
礎
を
刻
み
、
曲
の
重

要
な
箇
所
に
ア
ク
セ
ン

ト
を
付
け
ま
す
。
迫
力

あ
る
音
で
曲
全
体
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

小太鼓
（締

し め だ い

太鼓
こ

）

鉦
か ね

（摺
す り が ね

鉦・
当り鉦）

海老名市はやし保存
連絡協議会会長

大塚真樹さん

笛
（篠

し の ぶ え

笛）

　

曲
全
体
の
リ
ズ
ム

キ
ー
プ
を
担
い
ま
す
。

繊
細
な
テ
ン
ポ
や
強
弱

で
、
曲
調
に
厚
み
を
加

え
ま
す
。

　

起
点
と
な
る
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
奏
で
、
曲
の

感
情
や
情
景
を
表
現
し

ま
す
。

　

曲
の
緩
急
や
強
弱
を

リ
ー
ド
し
、
他
の
楽
器

の
演
奏
を
整
え
ま
す
。

ば

や

し

市
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

問
教
育
総
務
課 

☎
０
４
６（
２
３
５
）４
９
２
５

重
要
無
形

民
俗
文
化
財
と
は

市
内
の

お
は
や
し
の
歴
史

市
内
の

お
は
や
し
の
種
類

下町囃子系

新 囃 子 系

た（
左
地
図
）。

　
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
以
前
は
、各
地
の

青
年
た
ち
が
、地
区
内
外
の
祭
礼
で
自
慢

の
腕
を
競
い
合
う
ほ
ど
盛
ん
に
演
奏
さ
れ

て
い
た
も
の
の
、戦
争
が
始
ま
っ
た
た
め

に
中
断
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
徐
々
に
復
活
し
、

多
く
は
昭
和
50
年
前
後
に
再
開
し
ま
し

た
。
公
で
は
、51
年
に
開
催
し
た
市
制
施

行
５
周
年「
え
び
な
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

で
披
露
し
た
、国
分
地
区
の
お
は
や
し
が

再
開
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大太鼓
（長

な が ど う

胴・
大
お お ど う

胴）

勝
瀬
地
区
に
も
津
久
井（
相
模
原
）か
ら

お
は
や
し
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
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「広報えびな」の
共通マークと
ルール

日時 ・ 日にち　 期間　 時間　 場所 　
対象　 定員　 内容　 講師　 費用
持ち物　 その他　 任期　 条件 　
主催　 Ｅメール　 ホームページ 　
問い合わせ　 申し込み　 予約制 

祝除 祝日・振替休日を除く　休 休み　　

・ 市〇〇〇課への郵送…「〇〇〇課へ」とあるものは「〒243-0492
　　　　　　　　　　   海老名市役所〇〇〇課行」で届きます
・ 市役所開庁時間…省略している場合は原則「㈪〜㈮8時30分〜17時15分」

高齢者対象
の教室など

えびな健康
マイレージ対象

　
市
内
の
お
は
や
し
団
体
は
、市
の
行
事
や
地
域
の
祭
り
で
、

鍛
錬
し
た
バ
チ
さ
ば
き
や
笛
の
音
な
ど
を
披
露
し
て
い
ま

す
。

　
「
お
は
や
し
を
始
め
て
み
た
い
」「
体
験
し
て
み
た
い
」と

思
っ
た
人
に
は
、近
く
の
団
体
や
活
動
日
を
案
内
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
、教
育
総
務
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
は
や
し
演
奏
の
様
子
を
、市
公
式

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

えびな市民まつり
元気いっぱいの演奏で祭りを
盛り上げます。

新春はやし叩
た た

き初め大会
響きや音色の違いが楽しめま
す。年始の恒例行事です。

練習
地域のコミセンや自治会館、神社社務
所などで定期的に練習しています。

海
老
名
の
祭
囃ば

や

し子
に

触
れ
て
み
よ
う

親戚がおはやしをやっ
ていたので、小学校3年生
の時に自然とおはやしの
道に進みました。

お は や し の 魅 力 は 祭
りの雰囲気を高めて、聴
く人の気分を盛り上げ

られることや、非日常をみんなで楽しんでいる
一体感を感じられることです。観客が楽しんで
いる顔を見られるのが一番の喜びです。子ども
たちの指導者ではありますが、先生対生徒という関
係ではなく、〝笛のおじさん〟としてフランクに接
することを心がけています。私と同じように、純粋
におはやしを好きな子どもが増えてくれたら指導
者冥

みょう

利
り

に尽きます。古き良き祭囃子の文化をつな
いでいきたいです。

今年度から上郷はやし連の会長になったので、
「海老名の祭囃子」をこれまで以上にもっと盛り上
げていきたいと思います。

祭りでおはやしの演奏
を聴いて、「かっこいい
な」と思いました。息の
合う演奏姿に憧れて、中
学校1年生の時におはや
しを始めました。

上郷はやし連は、最初
に小太鼓の練習をしま

す。上達して指導者に認められると大太鼓の練習、
その後笛と鉦

か ね

の練習ができるようになります。今
の私は大太鼓の練習中なので、早く上手になって笛
と鉦にも挑戦したいです。

上郷はやし連では、小学生から大人までが一緒に
練習しています。声のトーンを明るくして、年下の
子にも話しかけやすいと思ってもらえるように工
夫しています。

祭りで大太鼓を演奏した時、観客が「上手だった
よ」と声をかけてくれたことはとてもうれしかった
です。これからも演奏をみんなで揃

そ ろ

えられるよう
に、練習を頑張りたいです。

吉川桜空さん（15歳）

おはやしを好きな
子どもが増えたら

もっと上手になりたい

「海老名の祭囃子」にかける思い
上郷地区で活動する「上郷はやし連」に、

おはやしの魅力や活動で心がけていることなどを聞きました。

第
53
回
海
老
名
市
駅
伝
競
走
大
会

参
加
者
募
集

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課 

☎
０
４
６（
２
３
５
）４
９
２
７

　
「
自
治
会
」「
一
般
」「
中
学
生
」「
女
子
」「
え
び
な
っ

子（
総
合
）」「
え
び
な
っ
子（
低
学
年
）」の
６
部
門
で

開
催
し
ま
す
。

自
治
会
・
一
般
・
中
学
生
・
女
子

　

海
老
名
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
に
６
区
間
計
約
16
㌔
を
走
り
ま
す
。

日
令
和
８
年
１
月
25
日（
日
）９
時
ス
タ
ー
ト

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以
上

費【
自
治
会
・
一
般
・
女
子
】１
チ
ー
ム
6
0
0
0

円（
女
子
の
部
は
選
手
全
員
が
中
学
生
の
場
合

3
0
0
0
円
）【
中
学
生
】１
チ
ー
ム
3
0
0
0
円

他
ス
タ
ー
ト
の
順
番
は
申
し
込
み
順
で
す
。
チ
ー
ム

編
成
は
、成
人
の
監
督
１
人
・
選
手
９
人
以
内（
補

欠
３
人
含
む
）。
監
督
は
令
和
８
年
１
月
13
日（
火
）

18
時
30
分
か
ら
市
役
所
4
0
1
会
議
室
で
開
催
す
る

監
督
者
会
議
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い

え
び
な
っ
子（
総
合
・
低
学
年
）

　
海
老
名
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク
を
１

人
１
周
し
、５
人
で
た
す
き
を
つ
な
い
で
計
２
㌔
を

走
り
ま
す
。

日
令
和
８
年
１
月
25
日（
日
）10
時
50
分
ご
ろ
ス
タ
ー

ト対
市
内
在
住
・
在
学
・
市
内
団
体
所
属
の
小
学
生

費
１
チ
ー
ム
1
0
0
0
円

他
チ
ー
ム
編
成
は
、成
人
の
監
督
１
人
・
選
手
５

人
。
監
督
は
当
日
受
け
付
け
後
の
説
明
会
に
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い

共
通
事
項

申
11
月
14
日（
金
）か
ら
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

申
込
用
紙
を
直
接
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
へ
も
可
。
用
紙
は
同

課
で
配
布
の
ほ
か
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
。
12
月
12
日（
金
）締
め
切
り

他
監
督
の
複
数
チ
ー
ム
兼
任
は
可
。
監
督
と
選

手
の
兼
任
は
不
可
。
高
校
生
以
下
は
保
護
者
の

同
意
が
必
要

　「第53回海老名市駅伝競走
大会」は、スポーツ振興くじ助
成を受けて実施します。

申し込みページ

市公式
YouTube

山﨑久利沙さん（35歳）
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令
和
６
年
度
一
般
会
計
の
決
算
を
中
心
に
、市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
の
使
い

道
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 財
政
財
政
状
況

一
般
会
計
決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
概
要

決
算
額

決
算
額

　
収
支
の
管
理
は
、「
一
般
会
計
」「
特
別

会
計
」と「
企
業
会
計
」に
分
か
れ
て
い
ま

す
。「
一
般
会
計
」は
基
本
的
な
行
政
運
営

の
経
費
を
賄
う
も
の
、「
特
別
会
計
」は
独

会計名 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 576億  641万6,371円 556億2,927万7,052円

特別会計 246億4,136万7,956円 242億4,684万9,026円

国民健康保険事業 120億3,676万5,963円 120億1,851万8,434円

介護保険事業 100億1,811万8,253円 97億4,784万6,925円

後期高齢者医療事業 25億7,536万5,140円 24億6,948万9,067円

公共用地先行取得事業 1,111万8,600円 1,099万4,600円

企業会計 43億5,661万9,648円 48億8,318万   515円

公共下水道事業 43億5,661万9,648円 48億8,318万   515円

合　計 866億  440万3,975円 847億5,930万6,593円

　
歳
入
は
５
７
６
億
６
４
２
万
円（
グ
ラ

フ
１
）、歳
出
は
５
５
６
億
２
９
２
８
万

円（
グ
ラ
フ
２
）と
な
り
、歳
入
・
歳
出
と

も
に
前
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、海
老
名
駅
西
口
・
駅
間
地
区

の
開
発
の
進
展
、市
内
企
業
の
業
績
が
堅

調
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、法
人
市
民

税
・
固
定
資
産
税
の
税
目
が
増
加
し
ま
し

た
。
一
方
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
係
す
る
予
算
が
大
幅
に
減
少
し
た

こ
と
に
よ
り
、国
庫
支
出
金
は
前
年
度
を

下
回
り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、食
の
創
造
館
別
館
の
建
設
が

完
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
普
通
建
設
事

　
自
治
体
の
財
政
状
況
は
、

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き

算
定
さ
れ
、国
が
定
め
る
基

準
を
超
え
た
場
合
、財
政
の

健
全
化
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
本
市
の
財

政
状
況
は
、「
健
全
化
判
断

比
率
」「
資
金
不
足
比
率
」の

い
ず
れ
も
国
が
定
め
る「
早

期
健
全
化
基
準
」「
経
営
健

全
化
基
準
」を
大
き
く
下
回

り
、問
題
な
し
と
判
断
さ
れ

ま
し
た
。

　 健全化判断比率 早期健全化基準

実質赤字比率 －（赤字なし） 11.85％

連結実質赤字比率 －（赤字なし） 16.85％

実質公債費比率  5.5％ 25.0％

将来負担比率 31.7％ 350.0％

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準

公共下水道事業会計 －（資金不足なし） 20.0％

健全化判断比率

資金不足比率

企
画
財
政
課 

０
４
６（
２
３
５
）８
４
５
３

〔 グラフ１〕

市税市税
263億263億
1,634万円1,634万円

地方譲与税および各種交付金地方譲与税および各種交付金
57億5,431万円57億5,431万円

県支出金県支出金
41億6,544万円41億6,544万円

繰入金繰入金
27億27億
1,230万円1,230万円

市債市債
24億4,890万円24億4,890万円

その他その他
54億233万円54億233万円

国庫支出金国庫支出金
108億680万円108億680万円

物件費 物件費 
106106億億2,661万円2,661万円

公債費 公債費 
29億7,980万円29億7,980万円〔 グラフ２〕

人件費人件費
88億5,076万円88億5,076万円

補助費等補助費等
45億8,192万円45億8,192万円

普通建設事業費 普通建設事業費 
38億8,007万円38億8,007万円

その他その他
79億8,022万円79億8,022万円

扶助費扶助費
167億167億
2,990万円2,990万円

人件費…市長や市職員の給与、議員や会計年度任用職員の報酬など
扶助費…障がい者や高齢者への支援、生活保護費など
公債費…市の借金である市債の返済に充てる経費
物件費…消耗品、業務委託料など
補助費等…各種団体への補助金など
普通建設事業費…道路などの整備や建物の建設に関する経費

その他   2万8,341円

教育費   5万　390円

消防費   2万1,995円

土木費   2万4,286円

衛生費   2万9,630円 

民生費 17万4,205円

総務費   6万5,795円

１人当たり総額  39万4,642円

※住民基本台帳の令和7年3月31日現在の
人口14万916人を基に算出

財
政
状
況
は「
健
全
」

財
政
状
況
は「
健
全
」

一般会計
決算の内訳

自
の
収
入
が
あ
る
も
の
、「
企
業
会
計
」は

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
よ
り
企
業
会

計
方
式
で
事
業
を
運
営
す
る
も
の
で
す
。

市
民
１
人
当
た
り
の

市
民
１
人
当
た
り
の

歳
出
決
算
額

歳
出
決
算
額（
目
的
別
経
費
）

（
目
的
別
経
費
）

令
和
6
年
度 

海
老
名
市
の

用語説明

業
費
が
減
少
し
ま
し
た
。
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ

り
補
助
費
等
も
前
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

市
民
１
人
当
た
り
の
基
金
・
市
債

の
残
高
は
良
好
で
す
。
基
金
残
高
は

６
万
４
１
１
１
円
と
政
令
市
を
除
く
県
内

16
市
の
中
で
９
番
目
に
多
く
、市
債
の
残

高
は
特
別
会
計
・
企
業
会
計
分
を
含
め
て

27
万
４
４
４
０
円
と
、政
令
市
を
除
く
県

内
16
市
で
３
番
目
に
少
な
い
金
額
で
す
。

　
実
質
収
支
は
、歳
入
歳
出
決
算
額
の
差

額
19
億
７
７
１
４
万
円
の
う
ち
、翌
年
度

に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た

15
億
２
１
１
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳入
令和6年度決算額
576億642万円

歳出
令和6年度決算額
556億2,928万円

※歳出決算を性質別で分類した「性質別経費」で示します。
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令 和 6 年 度 の 主 な 取 り 組 み
　令和6年度は、「まちづくり第２ステージへ～新たなる挑戦～」をテーマに、市民・企業・
他都市との3つの連携により、経済の好循環の実現と、将来の人口減少を見据えた自律的な循
環を次世代につなぐために、戦略的にまちづくりに取り組みました。
　市道2671号線（上郷河原口線アンダーパス）開通のほか、高齢者外出支援のためのデマン
ド型交通「えび～くる」の実証運行や、県内初の小・中学校教材費の無償化など、ハードとソ
フトの両面から新たなまちづくりを進めました。

　
宮
城
県
白
石
市
と
の
姉
妹
都
市
と
し

て
提
携
30
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、

記
念
式
典

を
行
い
、
友

好
・
親
善
交

流
の
今
後
の

さ
ら
な
る
発

展
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

　
デ
マ
ン
ド
型
交
通
高
齢
者
外
出
支
援

事
業「
え
び
～
く
る
」の
実
証
運
行
を

行
い
、こ
れ
ま
で
の
公
共
交
通
な
ど
で

は
支
援
が
届
か
な

い
高
齢
者
の
外
出

機
会
を
創
出
し
ま

し
た
。

　
新
市
街
地
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
中
新
田
丸
田
地
区

を
、令
和
６
年
３
月
末
に
市
街
化
区
域

に
編
入
し
、
組

合
設
立
後
、
造

成
工
事
に
向
け

た
地
盤
改
良
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
災
害
情
報
の
一
元
化
に
よ
る
応
援
体

制
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、海
老
名

市
・
座
間
市
・
綾
瀬
市
の
３
市
で
運
用

　
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
か
ら
電
子
ブ
ッ
ク

を
作
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、多

言
語
対
応
の
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
を
配
信

し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の「
＃
好
き
で
す

海
老
名
」の
投
稿
写
真
や「
＃
好
き
で

す
海
老
名
写
真
募
集
」で
応
募
が
あ
っ

た
海
老
名
の
お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト

の
写
真
を
用
い
て

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
、市
政
情
報

と
併
せ
て
海
老
名

の
魅
力
を
発
信
し

ま
し
た
。

　

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

教
材
費
の
支
援
対
象
を
県
内
初
と
な
る

小
・
中
学
校
全
児
童
・
生
徒
に
拡
大
し

ま
し
た
。

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
中
学
校
の
完
全

給
食
を
開
始
し
ま
し
た
。
物
価
上
昇
に

伴
う
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
食
材
費

の
一
部
を
公

費
で
負
担
し

ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
に
安
全
・
安
心
な
学
習

環
境
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、避

難
所
予
定
施
設

と
し
て
の
機
能

強
化
を
図
る
た

め
、小
・
中
学
校

の
屋
内
運
動
場

に
空
調
機
を
整

備
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

24
時
間
3
6
5
日
使
用
で
き
る
A
E
D

を
設
置
し
、救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が

る
利
用
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
海
老
名
の
魅

力
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
ベ
ン
チ
を

設
置
し
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
が

S
N
S
な
ど
で

発
信
す
る
こ
と

を
ね
ら
い
、市
の

認
知
度
向
上
に

つ
な
げ
ま
し
た
。

　
既
存
の
地
域
公
共
交
通
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
き
め
細
や
か
な
移
動
支
援
を

目
指
し
、下
今
泉

地
区
で
実
施
し

て
い
る
Y
o
u 

B
u
s
実
証
運

行
を
門
沢
橋
地

区
で
も
開
始
し

ま
し
た
。

　
海
老
名
駅
東
口
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
を
設
置
し
、海

　
電
気
自
動
車
の
普
及
を
促
進
す
る
た

め
、市
役
所
前
に
設
置
し
て
い
る
電
気

自
動
車
の
急
速
充
電
器
を
再
整
備
し
ま

し
た
。

　
が
ん
治
療
に
よ
る
外
見
の
変
化
を
補

う
た
め
、ウ
ィ
ッ
グ
や
胸
部
補
正
具
の

購
入
費
用
を
助
成
し
ま
し
た
。

　
市
内
在
住
の
外
国
籍
市
民
を
対
象
に

「
一
元
的
相
談
窓
口
」「
日
本
語
教
育
支

援
」「
多
文
化
交
流
」を
柱
と
し
て
、「
多

言
語
行
政
相
談
員
」の
配
置
や「
多
言

語
対
応
タ
ブ

レ
ッ
ト
」の
設

置
な
ど
の
国
際

化
事
業
を
展
開

し
ま
し
た
。

充
実
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

充
実
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

便
利
で

便
利
で

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

安
全
で
安
心
し
て

安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

暮
ら
せ
る
ま
ち

か
が
や
き
を

か
が
や
き
を

創
造
す
る
ま
ち

創
造
す
る
ま
ち

新
た
な
発
見
が
で
き
る
ま
ち

新
た
な
発
見
が
で
き
る
ま
ち

豊
か
な
学
び
を
育
む
ま
ち

豊
か
な
学
び
を
育
む
ま
ち

に
ぎ
わ
い
が
あ
り

に
ぎ
わ
い
が
あ
り

自
然
に
優
し
い
ま
ち

自
然
に
優
し
い
ま
ち

白
石
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携

30
周
年
記
念
式
典
の
実
施１

８
０
万
円

デ
マ
ン
ド
型
交
通
高
齢
者

外
出
支
援
実
証
運
行

７
６
０
０
万
円

中
新
田
丸
田
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進

７
８
０
万
円

４
市
間
の
消
防
通
信
指
令
業
務
の

共
同
運
用
に
向
け
た
整
備

１
３
０
０
万
円

電
子
ブ
ッ
ク
作
成
・

配
信
ツ
ー
ル
の
導
入

50
万
円

「
＃
好
き
で
す
海
老
名
」の

投
稿
写
真
な
ど
で

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
を
作
成

50
万
円

学
校
教
材
の
無
償
化

１
億
３
８
０
０
万
円

小
・
中
学
校
完
全
給
食
の
提
供

給
食
費
の
一
部
公
費
負
担

６
８
０
０
万
円

小
・
中
学
校
屋
内
運
動
場

空
調
機
の
整
備

２
５
０
０
万
円

市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置１

０
０
万
円

海
老
名
の
魅
力

ベ
ン
チ
の
設
置

40
万
円

Y
o
u 

B
u
s
実
証
運
行

「
門
沢
橋
ル
ー
ト
」の
実
施

５
６
０
０
万
円

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
設
置３

０
０
万
円

電
気
自
動
車

急
速
充
電
器
の
再
整
備９

５
０
万
円

が
ん
患
者
等
医
療
用

補
正
具
購
入
費
用
の
助
成２

２
０
万
円

国
際
化
事
業
の
充
実

１
２
０
０
万
円

老
名
駅
周
辺
の
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
を

創
出
し
ま
し
た
。

し
て
い
る
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
を
、大

和
市
を
加
え

た
４
市
で
の

共
同
運
用
に

向
け
て
整
備

を
進
め
ま
し

た
。
令
和
８
年

度
に
運
用
開

始
予
定
で
す
。

イメージ

89 広報えびな2025年11月1日号広報えびな2025年11月1日号



障
が
い
者
や
妊
婦
な
ど
も
乗
車
可
能
に

　
満
65
歳
以
上
の
人
に
加
え
、①
障
が
い

者
手
帳
ま
た
は
特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）

受
給
者
証
所
持
者
②
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
妊
婦
③
未
就
学
児
連
れ

の
保
護
者
も
利
用
対
象
で
す
。
高
齢
者
・

障
が
い
者
は
付
き
添
い
で
１
人
が
同
乗
で

き
ま
す
。

綾
瀬
市
で
の
乗
降
が
可
能
に

　
市
内
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト
に
加
え
、「
綾

瀬
市
役
所
」「
綾
瀬
厚
生
病
院
」「
中
央
公
民

館
」で
の
乗
降
が
で
き
ま
す
。

市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

問
市
民
相
談
課 

☎
０
４
６（
２
３
５
）４
５
６
７

質　
問

　
海
老
名
市
に
住
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

　
「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」と「
で
き
れ
ば
住
み
続
け

た
い
」の
合
計
が
90
・
６
㌫
と
、多
く
の
市
民
が
こ
れ
か

ら
も
定
住
す
る
意
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」は
前
回
の
調
査
と

比
較
し
て
19
㌽
減
少
し
ま
し
た
。
長
期
的
な
定
住
に
対

す
る
意
識
が
や
や
後
退
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。

質　
問

　
市
内
の
道
路
整
備
状
況
に
満
足
し
て
い
ま
す
か
。

　
「
満
足
」と「
や
や
満
足
」の
合
計
が
28
・
８
㌫
に
と
ど

ま
る
一
方
で
、「
や
や
不
満
」と「
不
満
」の
合
計
が
48
・

２
㌫
に
の
ぼ
り
、約
半
数
が
道
路
整
備
に
不
満
を
感
じ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

質　
問

　
「
に
ぎ
わ
い
」の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
満

足
し
て
い
ま
す
か
。

　
「
満
足
」と「
や
や
満
足
」の
合
計
が
55
・
１
㌫
と
、半

数
以
上
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。「
ど
ち

ら
と
も
い
え
な
い
」は
30
・
１
㌫
で
、市
の
取
り
組
み
が

十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
市
政
に
対
す
る
市
民
意
識
を
把
握
し
政
策
に
反
映
す

る
た
め
、市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
を
隔
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

無
作
為
に
抽
出
し
た
市
内
在
住
で
15
歳
以
上
の

３
０
０
０
人
に
調
査
票
を
発
送
し
、郵
送
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
を
集
め
ま
し
た
。
回
収
率
は
37
・
５
㌫

（
１
１
２
４
人
）で
す
。
調
査
の
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
と
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
調
査
結
果
報
告
書
は
市
民
相
談

課
で
配
布
の
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

できれば
住み続けたい

48.8%

できれば市外に
移りたい
8.3%

すぐに
市外に移りたい
0.4%

※グラフの数字は小数点第2位を四捨五入して算出しています

無回答
0.7%

満足
7.3%

満足
19.2%

やや満足
21.5%

やや満足
35.9%

知っている
11.0%

知っている
13.7%

知らない
87.7%

知らない
85.4%

やや不満
29.2%

やや不満
4.1%

不満
19.0%

不満
3.3%

どちらとも
いえない
18.5%

どちらとも
いえない

30.1%

わからない
3.0%

わからない
7.0%

無回答
1.4%

無回答
0.4%

無回答
1.2%

無回答
0.9%

ずっと住み
続けたい
41.8%

調査結果報告書
掲載ページ

質　
問

　
L
I
N
E「
海
老
名
市
」の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
道
路

の
異
常
報
告
や
通
報
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。

　
「
知
っ
て
い
る
」が
11
㌫
と
、約
９
割
が
本
機
能
を
知

ら
な
い
こ
と
か
ら
、通
報
手
段
と
し
て
の
L
I
N
E
の

活
用
が
浸
透
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

質　
問

　
住
宅
の
防
犯
対
策
用
品
購
入
に
対
す
る
市
の
補

助
金
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
「
知
っ
て
い
る
」は
13
・
７
㌫
と
、約
８
割
以
上
が
制

度
を
認
知
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

「
え
び
～
く
る
」利
用
対
象
者
を
拡
大

綾
瀬
市
へ
乗
り
入
れ
開
始

11
月
は
高
齢
者
虐
待
防
止
推
進
月
間

介
護
の
不
安
や
近
所
の
人
の
異
変
は
一
報
を

問
福
祉
政
策
課 

☎
０
４
６（
２
３
５
）４
８
２
０

問【
家
族
な
ど
か
ら
の
虐
待
】地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
☎
０
４
６（
２
３
５
）４
９
５
０

　
【
介
護
施
設
職
員
な
ど
か
ら
の
虐
待
】介
護
保
険
課

　
☎
０
４
６（
２
３
５
）８
２
３
２

　
12
月
１
日（
月
）か
ら
、デ
マ
ン
ド
型
交

通「
え
び
～
く
る
」実
証
運
行
の
利
用
対

象
者
を
拡
大
し
、綾
瀬
市
へ
の
乗
り
入
れ

を
開
始
し
ま
す
。
な
お
、ぬ
く
も
り
号
・

さ
く
ら
号
の
運
行
は
来
年
５
月
30
日
で
終

了
し
ま
す
。

　
「
え
び
～
く
る
」は
道
路
運
送
法
上
の

事
業
認
可
が
必
要
な
た
め
、内
容
が
変

更
・
見
送
り
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
虐
待
の
要
因
は
介
護
に
対
す

る
疲
れ
や
知
識
不
足
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
介
護
に
不
安
が
あ

る
人
や
、近
所
の
人
の
様
子
に

異
変
を
感
じ
た
時
は
、市
ま
た

は
最
寄
り
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
下
表
）に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
連
絡
し
た
人
の
情
報

は
守
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
と
は

　
家
族
や
施
設
職
員
な
ど
の
介

護
者
が
、暴
言
や
暴
力
を
振
る

う
な
ど
、本
人
の
尊
厳
を
冒
す

行
為
を
指
し
ま
す
。
行
為
が
意

図
的
・
結
果
的
で
あ
る
か
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
身
体
的
虐
待
」「
心
理
的
虐

待
」「
ネ
グ
レ
ク
ト（
介
護
放
棄

な
ど
）」「
性
的
虐
待
」「
経
済
的

虐
待
」の
５
つ
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

事
前
に
利
用
登
録
を

　
「
え
び
～
く
る
」の
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。
郵
送
ま
た
は
直
接
福
祉
政
策
課
へ
。
L
I
N
E

「
海
老
名
市
」か
ら
も
登
録
で
き
ま
す
。
右
記
①
～
③

の
該
当
者
は
、11
月
４
日（
火
）か
ら
登
録
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
共
通
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
本
人
確
認

書
類

【
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
、介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
】介
護
保
険
被
保
険
者
証

【
①
該
当
者
】障
が
い
者
手
帳
ま
た
は
特
定
医
療
費

（
指
定
難
病
）受
給
者
証

【
②
③
該
当
者
】母
子
健
康
手
帳

運賃は片道
1人500円

居住地域 相談窓口 電話番号
上郷・下今泉・上今泉・扇町・
泉・めぐみ町 海老名北地域包括支援センター ☎046（231）6061

柏ケ谷・東柏ケ谷・望地 海老名東地域包括支援センター ☎046（292）1411

勝瀬・中央・国分南・国分北 海老名中央地域包括支援センター ☎046（234）2973

中新田・さつき町・河原口・社
家 さつき町地域包括支援センター ☎046（234）7226

大谷・国分寺台・浜田町・大谷
南・大谷北 国分寺台地域包括支援センター ☎046（233）8881

中河内・中野・今里・上河内・本
郷・門沢橋・杉久保南・杉久保北 海老名南地域包括支援センター ☎046（238）7691

案内ページ
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オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童
虐
待
防
止

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
知
ら
せ
よ
う 

あ
な
た
が 

あ
の
子
の
声
に
な
る
」

問
子
育
て
相
談
課 

☎
０
４
６（
２
３
５
）４
８
２
５

　
虐
待
は
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
・
発
達
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
あ
な
た
の
勇
気
と
行
動
が

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
・
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は

　
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
べ
き
立
場
の
親
や
養
育

者
が
、子
ど
も
の
心
や
体
を
傷
つ
け
る
行
為
で
す
。

「
身
体
的
虐
待
」「
心
理
的
虐
待
」「
ネ
グ
レ
ク
ト
」

「
性
的
虐
待
」の
４
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
へ
の
体
罰
は
法
律
で
禁
止

　
令
和
２
年
に
児
童
虐
待
防
止
法
が
一
部
改
正
さ

れ
、子
ど
も
へ
の
体
罰
や
心
を
傷
つ
け
る
行
為
が

法
律
で
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
た
と
え
し
つ
け
の
た

め
だ
と
し
て
も
、子
ど
も
を〝
た
た
く
〟〝
ど
な
る
〟

こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。「
自
分
も
そ
う
さ
れ
て

育
っ
て
き
た
」も
通
用
し
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
心
や

体
を
傷
つ
け
な
い
子
育
て
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

勇
気
と
一
報
が
必
要

　

出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
時

や
、虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
見
つ
け
た
時
は
、相
談

窓
口（
下
表
）に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
個
人
情
報
や
相
談
内
容
な

ど
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

かながわ子ども家庭
110番相談LINE

名　称 受付時間 電話番号

市こども家庭相談室 ㈪～㈮9時～12時、13時～17時 ☎046（235）4825

厚木児童相談所 ㈪～㈮8時30分～17時15分 ☎046（240）6430

児童相談所虐待対応ダイヤル 24時間 ☎1
いちはやく

89
県子ども家庭110番 9時～20時 ☎0466（84）7000

かながわ子ども家庭110番相談LINE ㈪～㈯9時～21時 ─

県警子ども安全110番
24時間

☎0120（604）415

海老名警察署 ☎046（232）0110

相談窓口一覧

令
和
８
年
度
市
民
活
動
推
進
補
助
金

公
益
的
な
活
動
を
す
る

市
民
活
動
団
体
に
交
付

問
市
民
活
動
推
進
課 

☎
０
４
６（
２
３
５
）４
７
９
４

　
自
主
的
で
公
益
性
の
あ
る
活
動
を
行
う
市
民
活

動
団
体
に
最
大
30
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
詳
細
は
、手
引
き
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

個
別
相
談
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

手
引
き
・
申
請
書
類
配
布

　
11
月
４
日（
火
）か
ら
、市
民
活
動
推
進
課
・
え
び
な
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

ビ
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
ミ
セ
ン
な
ど
の
公
共
施
設
で
配
布
す
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

個
別
相
談

　
申
請
書
類
の
書
き
方
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
制
で
す
。
初
め
て

申
請
す
る
団
体
は
12
月
22
日（
月
）ま
で
に
個
別
相
談
の
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

期
12
月
１
日（
月
）～
令
和
８
年
１
月
９
日（
金
）（（
土
）（
日
）（
祝
）、12
月
29

日（
月
）〜
令
和
8
年
1
月
3
日（
土
）除
く
）

時
９
時
～
17
時

場
市
民
活
動
推
進
課

申
11
月
21
日（
金
）か
ら
、電
話
で
市
民
活
動
推
進
課
へ

申
請
方
法

　
12
月
22
日（
月
）か
ら
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
郵
送
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
市
民
活
動
推
進
課
へ
も
可
。
令
和
８
年
１
月
13
日（
火
）締
め
切
り（
必
着
）

海
老
名
ゆ
め
ク
ラ
ブ
連
合
会

映
画
鑑
賞
会

「
く
じ
け
な
い
で
」を
上
映

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
☎
０
４
６（
２
３
５
）４
９
５
１

　
90
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
詩
作
を
始
め
、出
版
し
た
詩
集

が
2
0
0
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
詩
人
・
柴

田
ト
ヨ
氏
の
半
生
を
描
い
た
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

日
11
月
26
日（
水
）13
時
30
分
～
15
時
40
分
ご
ろ

場
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

定
先
着
１
０
０
０
人

費
無
料

申
ゆ
め
ク
ラ
ブ
会
員
は
直
接
各
ク
ラ
ブ
会
長
へ
。
一

般
の
人
は
11
月
４
日（
火
）か
ら
、電
話
ま
た
は
直
接

市
役
所
西
棟
の
海
老
名
ゆ
め
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
☎
０
４
６
・
２
３
５
・
０
２
２
０
）へ

他
駐
車
場
の
利
用
は
有
料
で
す

©2013「くじけないで」製作委員会

めざせ！

　
統
計
知
識
の
普
及
と
表
現
技
術

向
上
の
た
め
、市
内
在
住
・
在
学

の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
、

50
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
市

長
賞
・
教
育
長
賞
・
特
別
賞
・
県

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
長
賞

小
学
校
1
・
2
年
生
の
部

佐
藤
杏
音
さ
ん（
東
柏
ケ
谷
小
２
年
）

「『
そ
と
』と『
中
』、ど
ち
ら
で
あ
そ

ぶ
の
が
す
き
で
す
か
？
」

教
育
長
賞

小
学
校
1
・
2
年
生
の
部

渡
邊
咲
央
莉
さ
ん（
今
泉
小
２
年
）

小
学
校
3
・
４
年
生
の
部

西
田
昌
弘
さ
ん（
杉
本
小
３
年
）

小
学
校
5
・
６
年
生
の
部

江
下 

竣
さ
ん
・
柳
川 

陽
さ
ん
・
長

竹
創
哉
さ
ん
・
長
島
昂
太
朗
さ
ん

（
柏
ケ
谷
小
６
年
）

パ
ソ
コ
ン
の
部

大
倉
一
将
さ
ん（
社
家
小
６
年
）

特
別
賞

中
学
生
の
部

山
田
理
紗
さ
ん（
今
泉
中
３
年
）

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞

小
学
校
３・４
年
生
の
部

池
田
羽
汰
さ
ん（
有
鹿
小
３
年
）

パ
ソ
コ
ン
の
部

茂
木
水
葉
さ
ん（
柏
ケ
谷
中
２
年
）

「
1
0
0
人
に
聞
い
た
よ
！ 

あ
な

た
の
な
つ
か
し
さ
っ
て
い
つ
？ 

何
？ 

～
思
い
出
タ
イ
ム
マ
シ
ー

ン
～
」

小
学
校
3
・
4
年
生
の
部

池
田
羽
汰
さ
ん（
有
鹿
小
３
年
）

「
僕
た
ち
の
も
し
も
の
時
の
食
べ
物

防
災
食
」

小
学
校
5
・
6
年
生
の
部

中
島
優
大
さ
ん（
上
星
小
６
年
）

「
日
本
は
ど
う
な
る
!? 

～
地
球
温

暖
化
と
の
付
き
合
い
か
た
～
」

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
結
果問

Ｉ
Ｔ
推
進
課 
☎
０
４
６（
２
３
５
）４
６
９
８

作
品
展

　
全
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

11
月
17
日（
月
）～
25
日（
火
）（（
土
）（
日
）（
振
）除
く
。
初
日
は
12
時
か

ら
、最
終
日
は
15
時
ま
で
）
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

案内ページ
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市
民
も
海
老
名
市
に
寄
附
が
可
能

　
海
老
名
市
民
が
海
老
名
市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て

も
、寄
附
金
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し

国
の
制
度
上
、返
礼
品
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　
申
し
込
み
時
に「
寄
附
金
の
使
い
道
」を
指
定
で
き
る

た
め
、税
金
の
使
用
用
途
を
自
身
で
決
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
所
得
や
控
除
の
状
況
に
応
じ
て
控
除
額
の
上
限
が

あ
る
た
め
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

返
礼
品
な
し
の
ふ
る
さ
と
納
税
申
し
込
み
方
法

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

　
各
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
。
支
払
い
方
法
は
各
サ
イ
ト
で

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

・・
ふ
る
な
び

・・
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

・・
a
u
P
A
Y
ふ
る
さ
と
納
税

・・
A
N
A
の
ふ
る
さ
と
納
税

【
窓
口
】

　
直
接
商
工
課
へ
。
申
し
込
み

後
、納
付
書
で
寄
附
金
を
支
払

い
ま
す
。

寄
附
金
控
除
の
受
け
方

　
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、原
則
寄
附
の
翌
年
に
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
給
与
所
得
者
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た

す
人
は
、確
定
申
告
が
不
要
に
な
る「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」を
利
用
で
き
ま
す
。

な
く
、流
出
額
が
そ
の
ま
ま
減
収
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ま

ま
流
出
額
が
増
え
る
と
、市
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
影
響

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　
「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き
る
制
度
」「
自

分
の
意
思
で
応
援
し
た
い
自
治
体
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
制
度
」と
し
て
国
が
創
設
し
た
寄き

ふ附
の
制
度
で
す
。
寄

附
者
が
申
告
す
る
と
、寄
附
金
額
の
２
０
０
０
円
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
、所
得
税
と
住
民
税（
市
・
県
民
税
）か

ら
原
則
全
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
「
税
金
の
使
わ
れ
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
」「
生

ま
れ
故
郷
や
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
、こ
れ
か
ら
応
援
し

た
い
地
域
の
力
に
な
れ
る
」「
地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
」な
ど
、個
人
の
意
思
を
反
映
で
き
る

制
度
で
す
が
、実
態
は「
自
己
負
担
２
０
０
０
円
で
返
礼

品
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、税
金
が
控
除
さ
れ
る
お
得

な
制
度
」と
い
う
認
識
が
広
ま
り
、返
礼
品
を
目
的
に
寄

附
先
が
選
ば
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
よ
り
多
く
の
寄

附
を
集
め
る
た
め
、自
治
体
間
で
の
返
礼
品
競
争
が
過
熱

し
、応
援
し
た
い
自
治
体
を
選
ん
で
寄
附
を
す
る
と
い
う

本
来
の
趣
旨
が
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

海
老
名
市
か
ら
市
民
税
が
流
出

　
海
老
名
市
民
が
他
の
自
治
体
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し

た
場
合
、本
来
海
老
名
市
に
納
め
る
は
ず
の
住
民
税
が
控

除
さ
れ
る
た
め
、市
税
収
入
が
減
少
し
ま
す
。
制
度
の
普

及
に
よ
り
、ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
人
が
増
え
、海
老
名

市
か
ら
の
流
出
額
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す（
下
表
）。
令

和
６
年
度
は
約
６
億
３
０
０
０
万
円
が
流
出
し
、令
和
元

年
度
か
ら
の
６
年
間
で
累
計
約
24
億
円
が
流
出
し
ま
し

た
。

　
多
く
の
自
治
体
で
は
、流
出
額
の
75
㌫
が
地
方
交
付
税

と
し
て
国
か
ら
補ほ

填て
ん

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、地
方
交
付
税

の
不
交
付
団
体
で
あ
る
海
老
名
市
に
国
か
ら
の
補
填
は

考えよう！ ふるさと納税
商工課 046（235）8539

　市への寄附金は「応援まごころ基金」に充てられ、寄附時に指定された
使い道で活用しています。活用例を紹介します。

市内小・中学生の教材費支援 プレパパ・ママ教室を開催 資源とごみの分け方・出し方の周知

子どもの育成と教育の
充実に関する事業

未来を担う子どもたちの成
長と学びを応援します。

保健や福祉分野の
推進のための事業

みんなが健康で、互いに支え
合うまちを目指します。

自然環境を保全・
創造するための事業

豊かで美しい自然と共生でき
るまちづくりを進めます。

寄附金の活用方法 令和元年度（億円）
0

1

2

3

4

5

6

7

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

〈海老名市からの流出額〉

約6億3,000万円
子どもの医療費助成の
年間合計額に相当する
金額が市外に流出

6年間で約24億円！
流出額は年々増加

海老名市民 海老名市以外の自治体

海老名市

住民税控除

市民税が
他自治体へ流出！

寄附

返礼品

趣
旨
を
理
解
し
て
判
断
を

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、制
度

の
趣
旨
や
課
題
を
踏
ま
え
て
判
断
を
お
願
い
し

ま
す
。

〈ふるさと納税の仕組み〉
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問びなウェル ☎046（204）4560
前立腺肥大・尿漏れ・過活動膀胱な
ど排尿の悩み解消法を泌尿器科専門
医から学びます日12月20日㈯14時
～15時場ビナガーデンズパーチ（めぐ
み町3-1）対市内在住の18歳以上の方
定20人講大草 洋氏（海老名おおくさ
泌尿器科クリニック院長）・小倉悠司
氏（海老名スマイルクリニック院長）
費無料申11月5日㈬から、二次元コー
ドで。㈪㈬㈮は13時～20時、㈯㈰㈷
は10時～20時に、電話ま
たは直接びなウェルへも
可。19日㈬締め切り他応
募多数の場合は抽選

びなウェル健康教室レクチャークラス
「頻尿のあれこれ」

お知らせ

問予防課 ☎046（231）0968
火災はわずかな不注意から発生しま
す。「急ぐ日も 足止め火を止め 準備
よし」をスローガンに、期間中、市内
事業所などへの立ち入り検査や消防
車両での巡回広報活動を行います。

11月9日～15日
秋季全国火災予防運動

問危機管理課 ☎046（235）4501
11月12日㈬11時ごろ、防災行政無線
や防災ラジオからJアラートの伝達試
験放送が流れます。災害と間違えない
ように注意してください。サイレンは
流れません。

令和７年度第3回Jアラート
全国一斉情報伝達試験を実施

問市民税課 ☎046（235）8594
11月13日㈭から、市民税課前の配布
コーナーに年末調整関連資料を配架
します。詳細は大和税務署（☎046・
262・9411）へ。

事業所の給与担当者を対象に
年末調整関連資料を配布

問環境政策課 ☎046（235）4912
国は冬の暖房使用時の室温を20℃に
推奨する「ウォームビズ」を呼びかけ
ています。暖房時のエネルギー使用量
を抑えることはCO₂の削減や電気代
の節約になります。環境にも家計にも
負担が少ない快適なライフスタイル
を目指しましょう。

冬の室温は20℃が目安
ウォームビズにご協力を

問子育て相談課 ☎046（235）4825
家族と暮らせない事情がある子ども
たちを家庭に迎え入れ、成長をサポー
トする「里親」には、「養育里親」「養子
縁組里親」などがあります。里親の活
動は長期間だけでなく、夏休みや週末
の受け入れなどさまざまです。詳細
は、厚木児童相談所（☎046・240・
6430）または里親センターひこばえ

（☎046・205・6092）へ。

事情がある子どもをサポート
里親制度

問地域づくり課 ☎046（235）4793
11月17日㈪から令和9年3月31日㈬
まで、勝瀬保育園の園舎建て替え工事
に伴い同園へ貸し出すため、勝瀬文化
センターを休館します。休館中は避難
所としても利用できません。勝瀬保
育園に関することは保育・幼稚園課

（☎046・235・4824）へ、避難所
に関することは危機管理課（☎046・
235・4790）へ問い合わせ、または市
防災ホームページをご覧ください。

勝瀬文化センター長期休館
問環境政策課 ☎046（235）4912
荷物の積み降ろし、待ち時間の長い踏
切や信号などで駐停車する時は、「ア
イドリングストップ」を心がけましょ
う。緩やかに発進する「ふんわりアク
セル」や、早めの「アクセルオフ」は燃
費の改善に効果的です。エコドライブ
に協力をお願いします。

エコドライブにご協力を

問道路管理課 ☎046（235）9381
民有地の樹木の剪

せ ん て い

定や伐採を定期的
に行い、枝木や葉が道路に散乱してい
る場合は除去してください。樹木から
落ちた枝木や葉が、側溝などに堆積す
ると排水処理が滞ることがあり、歩道
や車道に樹木が張り出していると、交
通に支障をきたす場合があります。

樹木・枝木・落葉の適正管理を

問都市計画課 ☎046（235）9391
まちの良好な景観づくりの調査や審
議を行います。任期は２年間です。
任令和8年1月21日㈬〜10年1月20
日㈭対市内在住の18歳以上（令和8年
1月1日時点）で条件を満たす方定2人
申11月4日㈫から、応募用紙と800字
以内の小論文（テーマ「海老名市にお
ける景観づくりの課題と対策」）を郵
送または直接都市計画課へ。用紙は同
課で配布のほか、市ホームページから
ダウンロード可。21日㈮締め切り（必
着）他報酬は日額1万円

海老名市景観審議会の市民委員

問企画財政課 ☎046（235）4634
市の施策や事業などを評価します。任
期は2年間です任令和8年2月1日㈰
～10年1月31日㈪対1年以上住民登
録がある市内在住の18歳以上（11月
1日時点）で、条件を満たす方定若干
名申応募用紙を郵送または直接企画
財政課へ。用紙は同課で配布のほか、
市ホームページからダウンロード可。
11月28日㈮締め切り（必着）他報酬は
日額1万4,000円

外部評価委員会の市民委員

問学び支援課 ☎046（235）8411
実験・体験・図鑑づくりなどの活動
を通して、種について学びます。
日内11月29日㈯「自然の中では、だ
れがタネをまくのでしょう？」、12月
6日㈯「ほんもののタネで図鑑をつく
ろう！」、12月13日㈯「生活の中のタ
ネを、見て、さわって、再発見！」時9
時30分～11時30分場今泉中学校物
理室対市内在住・在学の小学校4年生
～中学校1年生定各回先着20人講野
田啓司氏（元中学校教諭）費無料申11
月4日㈫から、電話で学び支援課へ
他小学生は保護者の送迎が必要。保護
者見学可

第5回海老名市民講座まなB
び ー な

INA
小・中学生のための科学講座

「たくさんのタネと遊んで、タ
ネの不思議を体験して、キミも
タネ博士だ！」

問地域包括ケア推進課 
☎046（235）4950

市職員と消防職員などが訪問し、火の
元の点検や家具転倒防止の安定板の
設置をします。1世帯2個までです。
日11月下旬～12月中旬対市内在住の
70歳以上で１人暮らしの方定50人
費無料申11月4日㈫から、電話で地域包
括ケア推進課へ。18日㈫締め切り他初
めての方優先。応募多数の場合は抽選

1人暮らし高齢者宅の
安全点検・地震対策援助

問教育総務課 
☎046（235）4925

令和3年10月14日に国登録有形文化
財となった嶋﨑家住宅を見学します。
集合から解散まで各回約50分です。
日11月29日㈯（小雨決行・荒天中止）
時9時から・9時30分から・10時か
ら・10時30分から・11時から場海
老名駅西口中心広場（集合）→嶋﨑家
住宅（上郷1丁目）（解散）対小学生以上
定各回先着10人費無料主市教育委員
会・NPO法人海老名ガイド協会申11
月4日㈫から、電話または直接教育総
務課へ他小・中学生は保護者同伴

文化財ガイド「国登録有形文化財
嶋﨑家住宅見学会」

海老名市イメージキャラクター
えび～にゃ市公式LINEスタンプ
ほっこりオータム編
紅葉や「えびな市民まつり」など、秋
をイメージしたイラストがメインで
す。スタンプ40種類で１セットです。
費 120円（LINE STORE購入）／50
コイン（LINE内通貨）

スタンプ
販売ページ

募　集

問市民税課 ☎046（235）8594
主に給与支払報告書や確定申告書な 
どの課税資料の整理を行います。詳細
は市民税課へ。

【任用期間】令和8年1月9日㈮～3月
31日㈫

【勤務日】㈪～㈮の週５日（㈷除く）
【勤務時間】9時～17時（休憩1時間）
【報酬】時間額1,312円
申11月4日㈫から、履歴書を郵送また
は直接市民税課へ。21日㈮締め切り

（必着）

会計年度任用職員
課税資料整理業務員（一般事務）

問びなウェル
　☎046（204）4560

日常で必要な動きを、サッカーから
学びます日12月27日㈯10時～11時
場えびな市民活動センタービナレッ
ジ対市内在住の18歳以上の方（5歳以
上のお子さんも保護者同伴で参加可）
定30人講武藤英暉氏・水上珠吏氏

（厚木はやぶさFC）費無料申11月5日
㈬から、二次元コードで。㈪㈬㈮は13
時～20時、㈯㈰㈷は10時～20時に、
電話または直接びなウェ
ルへも可。19日㈬締め切
り他応募多数の場合は抽
選。駐車場の利用は有料
です

びなウェル健康教室エクササイズクラス
「現役サッカー選手から教わる、
からだづくりトレーニング教室」

問健康推進課 
☎046（235）7880

大勢で食べるイベント向きの料理を
作ります。参加は１日のみ。
日12月9日㈫・19日㈮時９時45分～
12時場えびな市民活動センタービナ
レッジ対市内在住・在勤の方定各回
17人費300円（食材費）申11月5日㈬
から、電話または直接健康推進課へ。
12月2日㈫締め切り他応募多数の場
合は抽選。駐車場の利用は有料です

えびな会食育講座
「おもてなし料理をつくろう」

今号の「えびなタイ
ムマシン」はお休みし
ます。

問地域包括ケア推進課 
☎046（235）4950

市内の高齢者施設などでボランティ
ア活動をします。ポイントをためて市
や姉妹都市などの特産品と交換でき
ます。
日11月10日㈪14時～16時場杉久保
コミセン対市内在住の65歳以上の方
定先着10人費無料申11月4日㈫か
ら、電話で海老名市社会福祉協議会

（☎046・232・1600）へ

えびな元気お裾分けクラブ
登録説明会

問地域包括ケア推進課 
☎046（235）4950

〝フレイル〟とは加齢により心身の機
能が低下した状態のことです。東京大
学監修の「フレイルチェック」を通じ
て、運動や栄養・口

こ う く う

腔など、自身の健
康状態を確認しましょう。
日12月4日㈭10時～12時15分場国
分寺台文化センター対市内在住の65
歳以上の方定20人内握力・筋肉量
測 定 、片 足 立
ち上がりなど
費無料申電話
で地域包括ケ
ア 推 進 課 へ 。
11月28日㈮
締め切り

フレイルチェック
「楽しく自分で健康チェック」

問地域包括ケア推進課 
☎046（235）4950

生活機能の低下を予防する方法を自
身で続けられるように、運動や食事、
口の健康などを学びます。
日令和8年1月8日～3月12日の毎週
㈭時10時～11時40分場総合福祉会
館対市内在住の65歳以上で要支援
1・2の方、地域包括支援センターで
のチェックリストと面接による条件
を満たした方定15人費無料申電話で
地域包括ケア推進課へ。11月14日㈮
締め切り他初めての方優先。応募多数
の場合は抽選。駐車場の利用は有料で
す。送迎は要相談

まるごと！
介護予防教室〈全10回〉

めざせ！

めざせ！

めざせ！

申し込み
ページ

申し込み
ページ
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市では、自主財源確保のため広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは、㈱横浜メディアアド（☎045・450・1802）へ。

分別・水切り・減量化 私にできる小さな一歩⓱
　ごみの分別へのご協力ありがとうございます。ごみの
減量化を進めていくためには正しい分別が大切です。問
い合わせの多い分別方法を、毎月1日号で紹介します。

どのような形でも「容器包装プラ
スチック」として排出できるの？

できます。食品の容器や商品を守る緩衝材な
ど、形は違っても発泡スチロール製であれば

「容器包装プラスチック」です。

ミニ サイト「ごみサク」

Q

A

問環境政策課
☎046（235）4923

発泡スチロール
排出時の
ポイント

大きな物は長い辺が50㎝以下に
なるように切ってにゃ〜

　発泡スチロールは軽く、かけ
らが飛び散りやすいため、必ず
袋に入れて排出してください。

問教育支援課 ☎046（234）8764
市が目指すフルインクルーシブ教育
について考えます。詳細は、市ホーム
ページをご覧ください。
◆対面開催
参加者同士で対話できます。
日12月6日㈯10時～12時場市役所会
議室定先着100人費無料申市ホーム
ページで。電話で教育支援課へも可
◆オンライン開催
インターネット上の仮想空間〝メタ
バース〟での対話や、動画の視聴など
ができます。期間中いつでも参加でき
ます。
期11月28日㈮まで費無料

フルインクルーシブ教育
「市民との対話の場」

問市民相談課 ☎046（235）4568
夫婦漫才コンビ「中山まさとも・つか
さ」が夢を叶

か な

えるまでの体験談など
を話します。「中学生人権作文・ポス
ターコンテスト」「〝平和なまち〟絵画
コンテスト」の表彰式と人権作文朗読
も行います。
日12月7日㈰13時30分～15時50
分場文化会館小ホール定先着300人
費無料申11月4日㈫から、市ホーム
ページで。電話または直接市民相談課
へも可他手話通訳・要約筆記あり。2
歳～未就学児の託児の申し込みは11
月21日㈮締め切り。駐車場の利用は
有料です

ハート＆ピースフェスタ

問福祉政策課 ☎046（235）4820
高齢者などの外出支援に必要な知識
や介助・運転スキルなどを、講義と実
習で学びます。修了者には認定講習
修了証を交付します日12月12日㈮・
14日㈰時10時～16時30分場市役所
会議室対市内在住で全2回参加できる
方定先着36人講認定NPO法人かな
がわ福祉移動ネットサービスネット
ワーク役員など費無料申11月4日㈫
から、電話で福祉政策課へ

外出支援担い手養成講座〈全2回〉

問環境政策課 ☎046（235）4912
飼い主がいない猫を捕獲し、不妊また
は去勢手術を受けさせて元の場所へ
戻すTNR活動の留意点、補助制度な
どを学びます。詳細は、市ホームペー
ジをご覧ください。
日11月14日㈮14時～15時30分場市
役所会議室対TNRを実施予定の市内
在住の18歳以上の方・市内事業者など
定先着30人講寺島美和子氏（海老名の
ら猫を増やさない会）費無料申11月4日
㈫から、LINE「海老名市」または電話で
環境政策課へ他TNR活動に係る手術
費用補助を受けるには、講習会の受講
が必要です。3年ごとの更新制です

TNR講習会

問警防課 ☎046（231）0932

◆普通救命講習〔Ⅰ〕
成人に対する心肺蘇生とAED（自動体
外式除細動器）の使い方を学びます。
◆普通救命講習〔Ⅱ〕
普通救命講習〔Ⅰ〕のほか、筆記試験・
実技試験があります。
◆子育て世代向け 救命入門コース
乳児・小児の心肺蘇生とAED使用体
験のほか、年齢別で起こりやすい事故
事例や予防ポイントなどを話します。
日〔Ⅰ〕12月14日㈰9時～12時〔Ⅱ〕
12月18日㈭9時～13時〔救命入門
コース〕12月6日㈯10時～11時30
分場〔Ⅰ〕〔Ⅱ〕消防署本署〔救命入門
コース〕えびなこどもセンター対〔Ⅰ〕

〔Ⅱ〕市内在住・在勤・在学の中学生
以上の方〔救命入門コース〕市内在住
の未就学児の保護者・妊婦とパート
ナー定〔Ⅰ〕〔Ⅱ〕先着20
人〔救命入門コース〕先着
15組費無料申11月4日㈫
9時から、市ホームページ
で他救命入門コースはお
子さん同伴可

普通救命講習〔Ⅰ〕〔Ⅱ〕・
子育て世代向け 救命入門コース

問高座クリーンセンター環境プラザ
☎046（238）3172

不要になった屋外用イルミネーショ
ンライトを募集します。ライトは12
月に開催する屋上庭園イルミネー
ションで使用します。詳細は、高座
クリーンセンター環境プラザホーム
ページをご覧ください。
申電話で高座クリーンセンター環境
プラザへ。12月5日㈮締め切り

屋外用イルミネーションライト
リユースにご協力を問県共生推進本部室☎045（210）3637

トークショーや相模国飯山白龍太鼓保
存会の太鼓演奏、人権作文コンテスト
表彰式などを行います。直接会場へ。
日12月6日㈯13時～16時場厚木市文
化会館小ホール（厚木市恩名1-9-20）
講土屋恵三郎氏（星槎国際高校湘南野
球部監督・（公財）世界こども財団理
事長）他手話通訳・要約筆記あり。2
歳～未就学児の託児の申し込みは電
話で県共生推進本部室へ。先着順で受
け付け

かながわハートフルフェスタ
2025 in あつぎ

催　し
問生活支援課 ☎046（235）9015
何かをしても、しなくてもよい場所で
す。あなたの居場所を見つけてくださ
い。時間内の入退出は自由。直接会場
へ。詳細は、市ホームページをご覧く
ださい。
日11月7日㈮13時～16時場総合福祉
会館費無料他駐車場の利用は有料で
す

ひきこもり当事者のための居場所

問予防課 ☎046（231）0968
「令和７年度防火ポスターコンクー
ル」の応募作品を展示します。直接会
場へ。
期11月8日㈯～20日㈭（13日㈭除く）
場えびな市民活動センタービナレッジ
他氏名の公表に同意した方の作品を
展示します。駐車場の利用は有料です

防火ポスター展

問障がい福祉課 ☎046（235）4813
日替わりでコンサートやマジック・
けん玉などのパフォーマンスをしま
す。ゲームコーナーや障がい者団体な
どの製品・飲食物の販売、県立えびな
支援学校などの作品展示もあります。
直接会場へ。
期11月17日㈪～21日㈮時13時～16
時場わかば会館費無料（一部販売は有
料）

令和7年度わかばまつり

問都市計画課 ☎046（235）9391
高座清掃施設組合清掃処理場の都市
計画変更（区域の一部縮小）について
説明します。直接会場へ日11月9日㈰
10時30分～11時30分場高座クリー
ンセンター環境プラザ大会議室

都市計画説明会

問教育総務課 ☎046（235）4925
遺跡から発掘した土器を洗って修復
し、整理するまでの工程の解説もしま
す。直接会場へ。
日11月28日㈮時【見学】9時30分～
11時30分・13時～14時30分【解説】
各回30分程度①９時45分から②10
時30分から③13時20分から場（公
財）かながわ考古学財団門沢橋出土品
整理室（門沢橋685-1）費無料主市教
育委員会・（公財）かながわ考古学財
団

（公財）かながわ考古学財団
門沢橋出土品整理室見学会

広報えびな 点字版・音声版

視覚障がいがある方に送ります。
問 障がい福祉課 046（235）4813

問市民相談課 ☎046（235）4568
11月12日～25日は、女性に対する暴
力をなくす運動期間です。ＤＶ・性犯
罪・ストーカー・売買春・セクハラ
など、暴力は決して許されない行為で
す。暴力の予防と根絶に向けてパネル
で啓発します。
期11月17日㈪～25日㈫（㈯㈰ 除
く。初日は12時から）場市役所エント
ランスホール

女性に対する暴力をなくす
運動パネル展

募　集
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世帯数
63,927世帯
（63,043世帯）

 ※（  ）内は前年同月
　 （令和6年10月）の値

人 口
141,451人
（141,276人）
男　70,931人
（70,904人）

女　70,520人
（70,372人）

世帯数と人口
〈令和7年10月1日現在〉

今月の納税・納付
〈納期限12月1日㈪〉
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　おはやしには、西洋音楽の譜面では表現できない「間」
があって、同じ曲でもその時の演奏者によってリズムが
異なるそうです。私は吹奏楽部で打楽器の担当でしたが、
譜面どおり叩

たた

いていた私にとっては、世界が広がった感
覚でした。そんな日本独自の文化がこの先もずっと残る
といいなと思います。（芹）

数値は、令和7年国勢調査確定
人口が総務省から公表された後
にさかのぼって変更されます。

なの字が難しくて何回も練習しました。

今泉小学校　小
こ

平
だいら

夏
なつ

碧
み

さん（11歳）

納付は口座振替が便利です。

文化スポーツ課  046（235）4797

　歌舞伎演目の上演をします。初めての人
も楽しめる解説や立ち回り体験もあります。
チケット購入の詳細は、文化会館（ 046・
232・3231）へお問い合わせください。

令和8年2月14日㈯14時～16時ごろ
文化会館大ホール
先着1,000人
演目｢五条橋｣｢藤娘｣｢『三

さ ん に ん き ち

人吉三
さ

巴
ともえの

白
し ら な み

浪』
より『大川端の場』｣、各演目解説、立ち回り
体験
大人2,000円・高校生以下無料
右表のとおり
全席指定。駐車場の利用は有料です

歌舞伎のいろは歌舞伎のいろは──入門入門──

■ 国民健康保険税［6期］
■ 市営住宅使用料［11月］
■ 保育所保育料［11月］
■ 介護保険料［6期］
■ 後期高齢者医療保険料［5期］
■ 小・中学校給食費［7期］

販売方法など 販売時間

文化会館

申11月7日㈮10時から、同館
ホームページ「オンラインチ
ケットサービス」で。14時から
は電話で、8日㈯からは直接同
館へも可他「オンラインチケッ
トサービス」は会員登録（無料）
が必要。別途手数料あり

オンライン
チケットサービス
24時間

（3時〜4時除く）
窓口・電話
10時～
17時30分
（休館日除く）

チケット
サイト

申11月7日㈮10時から、「チ
ケットぴあ」「ローソンチケッ
ト」「イープラス」で他会員登録
（無料）が必要。別途手数料あり

24時間


